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論文審査の要旨 

 

 経頭蓋刺激による MEP モニタリングは脊椎手術時の脊髄損傷を回避するために使用

されているが、手術が長時間に及んだ際に複合筋活動電位（CMAP）の波形が徐々に減

弱する現象（AF: anesthetic fade）が報告され、適切なモニタリングが継続できないこと

を経験する。そこで最大上刺激条件下で CMAP の減衰率を解析し、定電流刺激と定電圧

刺激の相違による AF の影響について比較検討した。同一症例に対し、定電流と定電圧

の 2 種類の刺激を加え上肢・下肢筋から CMAP の振幅を測定し AF の影響を調査した。

その結果、AF の影響は定電圧刺激の方が少なく、上肢は下肢に比較し影響を受けにくい

ことが判明した。本研究により AF の影響を受けやすい長時間手術や下肢を主体にモニ

タリングする胸腰椎手術では、定電圧刺激が有用であることを明らかにした。 

 本研究結果は、脊椎脊髄手術で経頭蓋刺激 MEP を使用する際に極めて有益な所見で

あり、今後本領域のさらなる研究発展に寄与するものと評価される。公聴会での質疑で

は、定電圧と定電流での脳に対する刺激強度の相違や、長時間手術での AF と脊髄障害

との鑑別、AF に影響を与える背景因子に関して質問がなされたが、研究結果を丁寧に説

明しながら的確に回答できた。 

 以上より、主論文の内容と公聴会での発表、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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20. 経験と考察 腰椎椎弓形成術の手術後創部痛に対するアセトアミノフェ

ン静脈注射薬の投与効果. 

 田中 誠人, 重松 英樹, 岩田 栄一郎, 森本 安彦, 増田 佳亮, 田中 康仁. 
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21. 腰部脊柱管狭窄症を持つ高齢者へのロコモチェックを用いた評価 一般

高齢者との比較. 

 重松 英樹, 岩田 栄一郎, 田中 誠人, 奥田 哲教, 森本 安彦, 増田 佳亮, 

山本 雄介, 田中 康仁.                                           
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22. 臨床経験 頸椎椎弓形成術の手術後創部痛に対するアセトアミノフェン

静注液の投与効果について. 

 重松 英樹, 岩田 栄一郎, 田中 誠人, 奥田 哲教, 森本 安彦, 増田 佳亮,
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岸本 麻美, 田中 康仁. 
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23. 臨床室 剥離骨折を伴った新鮮膝蓋骨脱臼に対して内側支持機構一次修

復術を施行した 1 例. 

 家村 駿輝, 横井 一之, 田中 誠人, 鍜治 大祐, 杉本啓紀, 篠原靖司, 田

中康仁.                                                       

整形外科 (0030-5901)68 巻 4 号 Page338-340 

 

24. Arthroscopic Resection of Symptomatic Ossicle of the Medial Malleolus: A Case 

Report.  

 Shinohara Y, Tanaka M, Yokoi K, Kumai T, Tanaka Y. 

J Foot Ankle Surg. 2016 Nov - Dec;55(6):1302-1306. 

 

25. AO 43-C type 脛骨遠位端骨折に対する髄内釘固定. 

 林 智志, 田中 誠人, 篠原 靖司. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)59 巻 2 号 Page355-356 

 

26. Hansson pin を用いた大腿骨頸部骨折術後に大腿骨転子下骨折を生じた 2

例. 

 杉本 啓紀, 篠原 靖司, 田中 誠人, 家村 駿輝, 横井 一之, 田中 康仁. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)59 巻 6 号 Page1239-1240 

 

27. 頸椎症性脊髄症に対する観音開き式と棘突起還納式椎弓形成術の前向き

無作為比較 治療コストの比較. 
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 重松 英樹, 岩田 栄一郎, 田中 誠人, 奥田 哲教, 森本 安彦, 増田 佳亮, 

植田 百合人, 小泉 宗久, 田中 康仁. 

臨床整形外科 (0557-0433)51 巻 9 号 Page873-877 

 

28. CTC Nail System による大腿骨転子部骨折の治療. 

 林 智志, 田中 誠人, 篠原 靖司. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)58 巻 1 号 Page163-164 

 

29. 脊髄腔造影の動画にて交通孔を同定しえた脊髄硬膜外くも膜嚢腫の 1 例. 

 田中 誠人, 飯田 仁, 小泉 宗久, 佐藤 誠久, 荻田 恭也, 田中 康仁.    

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)56 巻 3 号 Page725-726 

 

30. 内視鏡下脊椎手術の練習機作成とその効果について 厳しい learning 

curve を克服するために. 

 竹嶋 俊近, 小泉 宗久, 石崎 嘉孝, 岩田 栄一郎, 田中 誠人, 田中 康仁. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)56 巻 1 号 Page63-64 

 

31. Posterior Fixation of a Cervical Fracture Using the RRS Loop Spine System and 

Polyethylene Tape in an Elderly Ankylosing Spondylitis Patient: A Case Report. 

 Koizumi M, Iida J, Shigematsu H, Satoh N, Tanaka M, Kura T, Tsukamoto S, 

Kato Y, Tanaka Y.                             

Asian Spine J. 2012 Mar;6(1):60-5. 

 

32. 胸腰椎破裂骨折に対する posterior short segment 固定術の抜釘後レントゲ

ン評価. 
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 松森 裕昭, 小泉 宗久, 飯田 仁, 田中 誠人, 前川 尚宣, 田中 康仁. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)54 巻 3 号 Page557-558 

 

33. 短期間で頸椎と腰椎に破壊性変化をきたした透析性脊椎症の 1 例. 

 小泉 宗久, 飯田 仁, 田中 誠人, 加藤 宜伸, 倉 知彦, 田中 康仁. 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 (0008-9443)54 巻 1 号 Page93-94 

 

34. Degenerative spondylolisthesis does not influence surgical results of laminoplasty 

in elderly cervical spondylotic myelopathy patients. 

 Shigematsu H, Ueda Y, Takeshima T, Koizumi M, Satoh N, Matsumori H, 

Oshima T, Tanaka M, Kugai A, Takakura Y, Tanaka Y. 

Eur Spine J. 2010 May;19(5):720-5. 

 

35. Temporal changes in the tensile strength of ultra-high-molecular-weight 

polyethylene cable embedded in muscle tissue. 

 Matsumori H, Ueda Y, Koizumi M, Miyazaki K, Shigematsu H, Satoh N, Oshima 

T, Tanaka M, Tanaka Y, Takakura Y. 

Clin Biomech (Bristol, Avon). 2010 Feb;25(2):173-6. 

 

36. 当科で経験した首下がり. 

 田中 誠人, 植田 百合人, 小泉 宗久, 松森 裕昭, 加藤 宜伸, 田中 康仁. 
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37. 放射線療法後の脊椎固定術感染例に対して有効であったVAC療法の 1例. 

 田中 誠人, 小泉 宗久, 飯田 仁, 松森 裕昭, 加藤 宜伸, 田中 康仁. 
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38. 外傷性頸部症候群の治療終了後における臨床調査. 

 小泉 宗久, 竹嶋 俊近, 飯田 仁, 松森 裕昭, 田中 誠人, 加藤 宜伸, 市

居 幸彦. 田中 康仁. 

臨床整形外科 (0557-0433)45 巻 11 号 Page981-985 

 

39. 3 次元実体模型を用いた頸椎再建手術の経験. 

 小泉 宗久, 佐藤 誠久, 植田 百合人, 松森 裕昭, 田中 誠人, 田中 康仁. 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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